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会場：ジェトロ本部5階 JETRO HALLおよびオンライン（Zoomウェビナー） 
使用言語：日本語、英語（日英同時通訳）
参加費：無料

環ベンガル湾地域で進んでいた連結性強化のための経済協力が2024年8月のハシナ政権崩壊以降、停滞しています。
同地域の政治・経済情勢は、インド・バングラデシュ二国間関係の悪化、インド北東地域の治安問題、2025年9月
のネパール政変などにより顕著に不安定化しており、バングラデシュ、ネパールで実施される総選挙の見通しを含め
て、今後の展開に注目が集まっています。本シンポジウムでは、インド、バングラデシュ、ブータン、ネパールの研
究者が各国情勢に関する最新情報を共有し、連結性強化を目指す地域経済協力の再活性化に向けた道筋を探ります。

国際シンポジウム

環ベンガル湾地域最新動向：
岐路に立つ地域経済協力

お申し込み締切
2026年 2月 5日（木）13時

※ただし、定員に達した場合、事前にお申し込みを締め切りといたします。

詳細お申し込み
アジア経済研究所ウェブサイト

https://www.ide.go.jp/Japanese/Event/Sympo/260209.html

・開会挨拶 今泉 慎也 （ジェトロ・アジア経済研究所 理事）
・講演１「環ベンガル湾地域協力の経緯と現状」

村山 真弓 （ジェトロ・アジア経済研究所 地域研究センター 中東・南アジア研究グループ 上席主任研究員）
・講演２「環ベンガル湾地域協力における日本の役割

安藤 裕二（ジェトロ 企画部企画課 海外地域戦略主幹）

～セッション１：各国の最新動向～
・バングラデシュ Mustafizur Rahman氏(Distinguished Fellow, Centre for Policy Dialogue, Bangladesh）
・ブータン Phuntsho Rapten氏 (Eminent Member, National Council, Parliament of Bhutan）
・インド Sabyasachi Dutta 氏 (Executive Director, Asian Confluence, India）
・ネパール Sunil KC氏 (Founder, Asian Institute of Diplomacy and International Affairs (AIDIA), Nepal）

～セッション２：パネル・ディスカッション、質疑応答～
テーマ：「環ベンガル湾地域経済協力：今後の方向性と課題」
モデレーター：梅﨑 創 （ジェトロ・アジア経済研究所 開発研究センター長）
パネリスト：全員

プログラム

※講演タイトルおよびプログラムは予告なく変更する可能性があります。

2026年2月9日（月）
14:00～17:00

参加費無料
ハイブリッド開催
JETRO本部/Zoom

https://www.ide.go.jp/Japanese/Event/Sympo/260209.html
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